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東京・ 八重洲 
（東洋システム) 

東洋システム株式会社 
庄司 秀樹 

2014年2月13日     
【第5回知の市場年次大会】 
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開講機関 

東洋システム株式会社 
創業                / 1989年11月 

資本金                            / １億円 

売上高 (2012年度)             /  約46億円 

従業員                             / ９5名 

本社                / 福島県いわき市 

活動拠点                          / 相模原事業所（神奈川県） 

                                       大阪営業所（大阪府） 

                                 東海営業所（愛知県） 

                                        ソウル支店（韓国） 

                                       TOYO SYSTEM USA,Inc. 

事業内容                                  / 充放電評価装置、電池試作設備 

                                         安全性評価装置、電池パック      の設計製造 

                                         受託評価 
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講座名 

共催講座 BT514 
 
｢社会技術革新学事例研究1｣ 
 
～リチウムイオン二次電池開発の歴史に見る技術革新

と経営革新の成否の要因～ 

主旨 

・ 昨年に引き続き、日本発のリチウムイオン二次電池の学
術的内容 
 
・若い技術者たちに 
”電池が第二の半導体とならない様にする為には”を考えて
頂くきっかけの提供 
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　　知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 教室定員 100 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1 登場 4月16日

2 現在 4月23日

3 将来 5月7日 菅野 了次 東京工業大学

4 ポストLIB 5月14日 射場 英紀 トヨタ自動車

5 正極材 5月21日 荻須 謙二 戸田工業

6 炭素系負極 5月28日 永井 愛作 永井技術事務所

7 非炭素系負極 6月4日 高見 則雄 東芝

8 電解液 6月11日 篠原 三千生 富山薬品

9 セパレータ 6月18日 河野 公一
東レバッテリー
セパレータフィルム

10 バインダーと導電助剤 6月25日 永井 愛作 永井技術事務所

11 ポリマー電池 7月2日 中島 薫 元 ソニー

12 安全性のための回路設計 7月9日 奥藤 忠司 Celxpert Corp.

13 電池評価システム 7月16日 庄司 秀樹 東洋システム

14 ｘEVとESS 7月23日 野口 実 本田技術研究所

15 LIB産業への支援 7月30日 (調整中) 経済産業省

LIBの将来と産業の展
望

東京駅前カン
ファレンスセン

ター
ホール9A

リチウムイオン二次電池を安全に使用するための機能、またそれを実現するための保護回路についてその概要と歴史を解説する。保
護回路の不具合による事故の実例を検証するとともに今後の対策に関して解説する。さらに充電方式の安全性に関しても考察する。

リチウムイオン電池は技術の進歩により多種多様な電池が開発されており、その用途も携帯端末機器などの民生用から車載、定置
用と幅広い。材料から電池まで供給する側と使う側の評価ステージは自ずと異なり、特に信頼性を重視する車載用となると、膨大な種
類また、長期間を要する評価データが必要である。それらの評価方法について、何が重要かを説明する。

西 美緒
永井 愛作

(調整中)

世界的なエネルギー・環境問題への懸念から、ＥＶやＨＥＶ等の高性能環境車輌への関心が大変高まっています。最新技術を支える
核心の一つは高性能二次電池の出現と性能向上であり、リチウムイオン電池は他の電池と比較し、まったく異なる際立った特性を顕
している。環境車両適用に必要とされる二次電池の諸特性、安全性能に関して概説する。

ＬＩＢに使用される導電助剤やバインダーは、その使用量が少ない割に電池の中で重要な役割を果たしている。化学的に非常に厳しい
環境下で使用され、電極圧密化や、高速な巻回操作にも耐え、且つ優れたサイクル特性や電池の安全性にも貢献している。こうした
用途に使用される各種の導電助剤やバインダーについて詳述する。

安全性や電解液の耐漏液性を含めた電池全体の信頼性を向上させる技術として電解液の固体化がある。実用化開始から既に10数
年経つポリマーゲル電解質電池の商品化技術について解説する。また、電解液の溶媒成分を含まないポリマー電解質および無機固
体電解質の実用化への可能性についても考察する。

LIB(リチウムイオン２次
電池）の開発の歴史と
将来

LIBを支える材料の役割
と開発秘話

多様化する電池・電源システムに対応するため炭素系負極材料に代わる材料として高容量が期待できる合金系材料や高耐久。長寿
命な金属酸化物系材料について材料設計から電池性能と課題について紹介する。

リチウムイオン蓄電池(LIB)は1991年に世界で初めて開発され、製品化された。そのLIB用材料として重要な部材の一つである電解液
について、その基礎知識や取扱状の注意、最新の開発状況について概説する。更に開発当初の課題の克服の過程やエピソードなど
についても紹介する。

LIB用セパレーターには、薄くて強く、無数の微細な連結孔を有し、異常時に電池反応を停止するシャットダウン機能を発揮するポリエ
チレン微多孔膜が当初より使用されている。古くて新しいポリエチレン材料を薄膜・高度強化する技術、微多孔化する技術を解説する
と共に、様々な用途の一つとして大きな発展しているLIB用セパレータ-について実例を挙げて概説する。

ＬＩＢ は 1991 年に世界で初めてソニーにより市場導入された。ＬＩＢ 開発はどのようになされ、どのような困難を克服して成功に至った
かを、材料技術（正極、負極、、電解液、セパレーターなど）およびＲ＆Ｄ マネジメントの面から検証する。

蓄電池に対する社会の要望はますます強くなっている。大成功を収めたLIBが、小型機器から自動車、さらには電力貯蔵用の大型電
池へと、その応用の期待が広がる中で、既存のLIBの更なる発展が望まれると共に、新しい形態を持つ蓄電池の開発競争も盛んに
なっている。未来にむけた蓄電池の開発理念や現状、さらには果たすべき役割などを示すと共に、蓄電池の将来への夢を語りたい。

炭素材料には、一次元のポリアセチレン、二次元のグラフェン、三次元のダイヤモンド、更には結晶の黒鉛、非晶質炭素など様々な形
態を示す。それら各種炭素材料の充放電曲線やＬｉ-ＮＭＲの測定結果や理論計算などを用いて、それぞれの充放電機構を記述し、用
途に応じた炭素材料の選択指針を示す。

約 20 年間、世界をリードしてきた日本の LIB であるが、ＥＶ 用など大型電池の登場、安全性問題、後発国の追い上げなど、新たな局
面を迎えている。今後のＬＩＢの方向性と各種提案されているポストＬＩＢの可能性も含めて将来像を概説する。

他の正極材に比べ構造的に安定で安全性が高いオリビン型リン酸鉄リチウム（LFP）をリチウムイオン電池に適応するための課題、新
技術、更なる高エネルギー密度化の技術動向等を解説する。また、従来の正極材料の高容量化技術として、　充電電圧を高めて使用
する場合の課題とそれを解決するための表面改質技術を紹介する。

市場導入以来、およそ 20 年経過した現在の ＬＩＢ は、当時と比較して、エネルギー密度、サイクル特性、負荷特性、温度特性などに
おいて大きな進歩を遂げた。現在ではノート型パソコン、携帯電話などのモバイル機器の電源として不可欠のものとなっている。それら
の改善はどのようにしてなされたのかを、主として材料面から考察する。

　リチウムイオン２次電池開発の歴史に見る技術革新と経営革新の成否の要因　社会技術革新学事例研究１

ソニー社友西 美緒

２０１4年度前期

講義概要(150字)

共催講座BT515

社会技術革新学会
リチウム電池教育研究会

リチウムイオン２次電池（ＬＩＢ）の用途は、オーディオ・ヴィジュアル機器を嚆矢とし、パソコン、携帯電話用へと拡大し、いまでは、モバイル機器にとって必須のデバイスとなっている。「ケータイも電池がなければ唯の箱」と言わ
れる所以である。さらに、昨今は電動自動車用電源や定置型電池としての検討も進み、新たな用途の拡大に伴い、ＬＩＢ への要求や課題が多岐に渡ってきている。日本企業はマテリアル・サイエンスの理論を現実的な技術に
展開することによって、ＬＩＢ を世界で初めて開発することに成功した。こうしたＬＩＢ 創出には、R&D マネジメントに関しても周辺との軋轢を超えるために大きな努力を要した。こうした経験を踏まえて、LIB 実用化に至るまでに遭
遇した課題を、技術的なものにとどまらず、研究開発管理上の問題、さらには経営上の問題にも視点を置いて紹介しつつ、新規ビジネス創出に至るまでの課題やその克服方法について論じる。

水曜日18：30～20：00
東京・八重洲

（東洋システム）

科目と講師 リチウムイオン二次電池業界を開拓し築き上げてきた先
駆者の方々や、これからをリードする技術者の方々 
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Ⅰ 

• リチウムイオン電池の開発の歴史と
将来 

Ⅱ 

• リチウムイオン電池を支える材料の
役割と開発秘話 

Ⅲ 

• リチウムイオン電池の将来と産業の
展望 

講義内容 

リチウムイオン電池の歴史から最新の材料開発まで。
更には、将来の展望までを解説 
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講義回数 : 15回 (15週) 
講義日程 : 2014年 4月16日(水) 開講 
                              ～ 7月30日(水) 最終 
                             毎週水曜日 
講義時間 : 1.5時間/18:30 ～ 20:00 
 
募集期間 : 2014年2月1日～3月 
募集定員 : 100名 
申込み     : 弊社ホームページ「知の市場」より 
              アクセス、申し込み手順を参照ください  

講座日程 
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アクセス 
JR東京駅 八重洲北口                           徒歩1分 
東京メトロ東西線 日本橋駅 A3出口 
東京メトロ銀座線 日本橋駅 B3出口 
東京メトロ半蔵門線・丸ノ内線 大手町駅 B10出口 

場所 TKP東京駅前カンファレンスセンター 
  9階 ホール9A 


